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1．はじめに

地層中には，特に日本の新第三紀，第四紀層中に
は，火山からの噴出物（テフラ，火砕堆積物，火山灰，
凝灰岩などとよばれている）が多数挟まれていること
が多い．こうした火山噴出物をできるだけ多く鍵層と
して設定し，活用した詳細な地質調査の成果は，そ
の地域の地下の実態，すなわち，地下の地質構造や
地層の分布状況を表現する詳細で正確な地質図とし
て結実する．その一方で，多くの凝灰岩鍵層の設
定・活用は，層序学的・堆積学的研
究にも大きな影響・効果をもたらす．
そこで，こうした火山噴出物を鍵層と
して活用することによって得られた具
体的な地質調査や層序学的・堆積学
的研究の成果を，著者が携わってき
たいくつかの例で紹介する．また，技
術の伝承という点から，そうした成果
を得るためにその途中で実施されて
きた調査の具体的な方法についても，
特にその中で有効で重要と思われる
ものについて紹介する．その1では，
房総半島中部に分布する安房

あ わ

層群上
部で行われた調査や研究を例に紹介
する．なお安房層群の場合には，火
山噴出物を通常凝灰岩あるいは英語
名のタフとよんでいる場合が多いこと
から，以下では，これらの用語を使用
する．

2．房総半島の安房層群（特に清澄層）の解析の
例

A. 多くの凝灰岩鍵層の挟在とそれらの通称名

房総半島中部を東西に横切る黒滝不整合の下位
（南側）には，中新統～鮮新統の三浦層群（三梨ほか,
1979；鈴木ほか, 1995）もしくは安房層群（中嶋ほか,
1981；徳橋, 1997；中嶋・渡辺, 2005；徳橋・石原,
2008）とよばれる地層が広く分布するが，ここでは後
者の命名法にしたがうことにする（第1図）．このうち，
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第1図　房総半島中部の地質略図．
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第2図　安房層群上部の岩相柱状図．

房総半島の尾根を形成している清澄山系に広く分布
する安房層群上部の地層（上位より，安野層，清澄
層，天津層）には，多くの凝灰岩鍵層が設定されてい
ることが知られている（第2図，第1表；中嶋ほか,
1981；千葉県中央博物館, 1993, 1994, 1997, 1998；
中嶋・渡辺, 2005；徳橋・石原, 2008）．ところで，安
房層群における凝灰岩鍵層の設定の仕方にはひとつ
の特徴がある．それは，多くの場合，構成粒子の粒
度，色調，堆積構造などの構成において目立った特
徴を有する1枚の凝灰岩に注目し鍵層名（通称名な
ど）をつけるが，鍵層として利用する場合は，その特
徴を柱状図に表現・記載して鍵層とするとともに，そ
の上下に近接して挟在する別の凝灰岩の特徴につい
ても柱状図の中で詳しく記載し，それらをセットとして
扱っていることである．最初から，特徴的な数枚の凝
灰岩を組み合わせて鍵層とする場合もあるが（An68

のツインタフやKy22の三姉妹タフなど），こうした場合
も，さらにその前後に近接して産出する凝灰岩の特徴
も同じように記載して鍵層柱状図を作成する．こうす
ることによって，1枚（もしくは数枚）の凝灰岩だけの
場合に起きやすい対比のミスや不確定性をほぼ間違
いなく排除できることがこれまでの経験から明らかに
なっている．こうした鍵層柱状図の具体的な例につい
ては，上記の文献を参照していただきたい．これらの
凝灰岩鍵層の正式名称は，累層を表すアルファベッ
トの後に，上位へ向かって順次数字が大きくなる通し
番号をつけて表されるが（An1, Ky21, Am78など），そ
の多くは通称名（フィールド名）も有しており，野外調
査の際などには，通称名（フィールド名）を用いている
場合が多い（第1表）．

B. 凝灰岩鍵層を利用した清澄層全体の堆積様式

の解明

Tokuhashi（1979）は，最大層厚850m前後の大き
なタービダイト砂岩優勢砂岩泥岩互層体から構成され
る安房層群の清澄層の堆積様式を明らかにするため
に，下位の天津層，上位の安野層の地層を含めた安
房層群上部の地層の分布域の詳細な地質調査を実
施した．すなわち，これらの地層に挟在する多くの凝
灰岩鍵層とこれらの地層を構成する岩相の分布を，
これらの地層が分布する地域のほとんどの大小の河
川や道路（林道を含む）沿いのルートマップを作成し
ながら明らかにした．また，清澄層をはじめとする安
房層群上部の地層を構成する各種の岩相を記号で
表現し（第2表），ルートマップ作成にあたっては，ル
ート沿いの地層の岩相の特徴をそれらの記号を用い
て表現した．こうして得られたデータを基に，房総半
島中部における安房層群上部分布域の地質図が作
成された（口絵1）．そして，堆積学的研究の主対象で
あった清澄層に関しては，その中に挟在する4つの薄
い泥岩優勢互層中に挟まれる4つの凝灰岩鍵層（下
位より，Ky8, Ky12, Ky21, ky26）に，上位の安野層基
底付近の凝灰岩鍵層（An1），および下位の天津層の
頂面付近の凝灰岩鍵層（Am98）を合わせた6つの凝
灰岩鍵層の分布を示すことによって，これらの凝灰岩
鍵層によって区切られた5つのユニットに分けて表現
した．その結果，東西に並走する北側の清澄背斜部
と南側の清澄向斜部では，清澄層の下位のユニット
ほど，厚さや岩相に極端な変化があることがわかり，
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第1表　安房層群上部の鍵層リスト．徳橋・石原（2008）および千葉県中央博物館（1997, 1998）などをもとに作成．

第2表　記号による岩相区分．徳橋（1983a）を一部改変．

安野層（An85～An1） 清澄層（Ky33～Ky1） 天津層（Am101～Am31）

鍵層名 鍵層名 鍵層名 鍵層名 鍵層名
（正式名） （通称名） （正式名） （通称名） （正式名） （通称名） （正式名） （通称名） （正式名） （通称名）
An85 双葉山 An42 Ky33 高松 Am 101 燈台 Am 57 有ケ谷
An84 An41 ネコ Ky32 おこわチャーハン Am 100 黒船 Am 56 センターライン
An83 オーストリア（下部） An40 いねむり Ky31 おこわ Am 99 海峡 Am 55 あらごま
An82 An39 こだま一号，こだま Ky30 しぐれ Am 98 黒潮 Am 54 兄弟フンドシ
An81 An38 かずみ Ky29 みぞれ Am 97 白波 Am 53 くの一
An80 おどり An37 ひかり一号，ひかり Ky28 すすゆき Am 96 梅 Am 52 ピンクレディ
An79 ハムチャーハン An36 Ky27 高木一号，高木 Am 95 極東印，のり巻 Am 51 ナゴヤオビ
An78 An35 五色豆 Ky26 ニセモンロー Am 94 桃 Am 50 二枚貝
An77 マオ（毛） An34 かきもち Ky25 十二ひとえ Am 93 桜 Am 49 はなみず
An76 An33 れんたん Ky24 ファンデーション Am 92 若貴 Am 48 アイランド
An75 An32.5 小山田 Ky23 第三モンロー Am 91 松崎 Am 47 大沢
An74 An32 山田 Ky22 三姉妹 Am 90 山の上 Am 46 おせんころがし
An73 三川谷（さんがや） An31.5 いがらし豆 Ky21 Hk Am 89 ふたご Am 45 小春びより
An72 An31 かかし Ky20 めおとぜんざい Am 88 くるまとんぼ Am 44 鯛の浦
An71 キム（金） An30 みのかさ Ky19 上ピン Am 87 こおどり Am 43 りんどう
An70 カゲロウ An29 Ky18 アベック Am 86 ニセOk Am 42 ばんどう
An69 井上 An28 でべその次郎 Ky17 下ピン Am 85 二色もどき Am 41 おてあげ
An68 ツイン An27 ごんべえ Ky16 黒駒 Am 84 オリンピック Am 40 境界
An67 An26 カラス Ky15 乳母日傘 Am 83 スバル Am 39 フルハウス
An66 An25 小カラス Ky14 大熊（おおぐま） Am 82 こおろぎ Am 38 石井
An65 An24 ふみえ Ky13 小熊（こぐま） Am 81 双子座 Am 37 二色旗
An64 An23 ごまめ Ky12 金時豆 Am 80 あかとんぼ Am 36 Okだまし
An63 An22 みつ豆，リトル松田 Ky11 すべり Am 79 ちびりゴマ Am 35 モーモータフ
An62 いやみ An21 かくし文 Ky10 ベージュ，コンテスト Am78 Ok Am 34 草刈り
An61 からみ An20 どんべえ Ky9 滝の上 Am 77 おびどめ Am 33 ゆばな
An60 An19 どんじり Ky8 滝つぼ Am 76 おび Am 32 猿のケツ
An59 An18 ブリジッド Ky7 バーミューダ Am 75 入口 Am 31 一石二鳥
An58 An17 バルドー Ky6 秋田おばこ，力道山 Am 74 枯れすすき
An57 上こげチャーハン An16 モンロー Ky5.5 黒トカゲ Am 73 安珍
An56 An15 ガルボ Ky5.3 白トカゲ Am 72 清姫
An55 相川一号，相川 An14 中嶋 Ky5 オオカゲロウ Am 71 白岩
An54 ずっこけ An13 つかのま Ky4.5 水戸づくし Am 70 ひる
An53 関口 An12 あわあま Ky4.5b：水戸梅娘 Am 69 あなぐま
An52 第二カラミ An11 まぼろし Ky4.5a：水戸納豆 Am 68 発破
An51 An10 あべかわ Ky4 三つ葉 Am 67 たぬき
An50 二色 An9 冬がけ Ky3 御三家 Am 66 まわりみち
An49 サンドイッチ An8 夏がけ Ky2 オサムシ Am 65 東北本線
An48 An7 さゆり Ky1 兄弟 Am 64 このっぺり
An47 An6 フランスベッド Am 63 カノコ
An46 松田 An5 ふきながし Am 62 キノコ
An45 純情 An4 しとね Am 61 のっぺり
An44 An3 大川 Am 60 親子
An43 An2 中川 Am 59 文化

An1 さかさ Am 58 フラミンゴ

記号 岩相 特徴

A（a） 礫岩もしくは含礫砂岩 中礫・小礫の密集もしくはこれらの礫が砂岩中に密に散在／大小の泥岩同時侵食礫（泥岩偽礫）が頻繁に産出／侵食面
で重なり泥岩の挟在は無いか稀

B（b） 砂岩優勢砂岩泥岩互層
（砂岩卓越型）

砂岩と泥岩の比が
5より大きい

泥岩の有無，主たる砂岩の厚さによるB（b）の細分
B0（b0） 泥岩なし／厚い砂岩が侵食面で合体・融合した複合層
B1（b1） 泥岩あり／単層の厚さ2m以上の砂岩が主体
B2（b2） 泥岩あり／単層の厚さ0.5－2mの砂岩が主体
B3（b3） 泥岩あり／単層の厚さ0.5m以下の砂岩が主体

C（c） 砂岩優勢砂岩泥岩互層
（ノーマル互層） 砂岩と泥岩の比が1より大きく5より小さい

D（d） 等量型砂岩泥岩互層～
泥岩優勢型砂岩泥岩互層

砂岩と泥岩の比が
ほぼ1か1より小さい

泥質岩の主たる粒度によるD（d）とE（e）の細分
D0（d0）；E0（e0） 主にシルト質砂岩からなる
D1（d1）；E1（e1） 主に砂質シルト岩ならなる

E（e） 泥岩 厚い泥岩／稀に
うすい砂岩の挟在

D2（d2）；E2（e2） 主に粗粒シルト岩からなる
D3（d3）；E3（e3） 主に中粒シルト岩からなる
D4（d4）；E4（e4） 主に細粒シルト岩からなる
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清澄層を特徴づけるタービダイト砂岩の堆積様式と背
斜・向斜構造の形成過程との間に密接な関わりがあ
ることが明らかになった（第3図）．また，林道などの
道沿いはもちろんのこと，小さな支流を含めた河川系
を隈なく歩き，詳細なルートマップを作成することに
よって，清澄層を特徴づけるタービダイト砂岩の基底
部に，天津層の最上部を最大50mほど浸食してでき
た谷状の浸食地形が存在することが明らかになった

（第4図）．このような結果は，凝灰岩鍵層や岩相の分
布を詳しく調査した詳細な地質調査によってはじめ
て明らかになった意外な事実であったが，清澄層の
堆積過程，堆積様式をリアルに復元する上で大きな
力となった（第5図）．また，この清澄層の形成過程を
例に，ユニット単位での堆積モデルも提案された（第

6図）．なお，上記の地質調査の過程で作成したルー
トマップなどのフィールドデータは，清澄層の実体と
堆積様式の解明のみならず，詳細な地質図として知
られる5万分の1鴨川図幅（中嶋ほか, 1981）の作成の
際にも基礎データとして活用されている．

C. 平山・中嶋型ルートマップ方式をベースにした

地質調査法の採用

ところで，安房層群上部が分布する清澄山系の中
を蛇行しながら樹枝状に発達する河川系の調査で最
も力を発揮したのが，旧地質調査所の大先輩である
平山次郎氏によって伝授され，平山次郎氏の後輩に
あたる旧地質調査所の中嶋輝允

てるまさ

氏によってさらに発
展させられた，平山・中嶋型ルートマップ方式による

地質調査法である．これは，クリノメータと歩測（複歩
数）でもってフィールドノートにルート図を作成しなが
ら，河川の合流・分岐地点，滝の位置，尾根の位置
などの有用な地形情報・位置情報を記入するととも
に，同時に，露頭の分布状況，地層の走向・傾斜や
岩相，鍵層，断層などの地質情報をルート図に描き
ながら，地質学的なルートマップを作成していくもの
で，極めて実践的な方法である．ルート図を描くにあ
たっては，クリノメータの文字盤上の北（N）を進行方

第3図　清 澄 層 のユニット毎 の層 厚 変 化 分 布 図 ．
Tokuhashi（1979）を一部改変．
1. 含礫砂岩，2. 厚層理砂岩および砂岩優勢互層，
3. 厚層理泥岩および泥岩優勢互層．
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を一部改変．
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向の前方に向け，文字盤上の南北（N－S）方向を進
行方向にある何かの目標（河床上の石ころや河岸の
樹木など，なんでもよい）と本人とを結ぶ線に平行に
かつ水平に置く．その上で，クリノメータの常に磁北を
示す赤針（もしくは黒針）の指す位置の文字盤の数値

（たとえば，N30°E，S60°Wなど）を読むと，それが
進行方角になる．次に，通常野帳の縦方向の線の上
方を磁北の方向として，読み取った数値の方向

（N30°E，S60°Wなど）に鉛筆で薄い線を伸ばす．
線を伸ばす方角を決めるのに分度器やプロトラクター
などで正確に測る必要はなく，大体の見込みで決め
ればよい．ただ，クリノメータの文字盤上では，東西

（EとW）の文字が南北（N－S）に対して左右逆に書い
てあることから，野帳に鉛筆で線を引く場合も，この
クリノメータの配置に合わせて，東西成分を左右逆に
書くという間違いがよくみられる．しかしこの場合に
は，そこからできあがるルート図は全く異なったもの
となってしまうので，特に注意を要する．野帳上で
は，通常の地図の場合と同じように，上方（北方）に
対して，右側に東が左側に西が位置していることを忘
れてはいけない．作業上は，クリノメータの磁北の針
の指す文字盤の数字を素直に読み取り，それをその
まま，野帳（地図）上に通常の東西南北の方位感覚で
進行方角を書き込めばいいのであるが，中途半端に
考えたりした場合にこの種の間違いが起きやすい．
進行方角を鉛筆の線で描いたら，その方向に向かっ
て歩き出し，歩いた歩数分に相当する長さの分を鉛

筆で濃く描く．そして，次の進行方角を
同じようにして測定し，その方角を濃く
描いた線の終点から薄く鉛筆で線を引
く．そして次に，その方角に歩いた歩数
分の長さだけ鉛筆で濃く描く．このよう
なことを繰り返すことによってルート図
が描かれる．慣れてくると，相当正確な
ルート図が無意識に描かれるようにな
るが，またそうなるのが望ましい．なぜ
なら，正確なルート図を描くのが目的で
はなく，ルート沿いの地質現象を観察し
ながら，そこに必要な地質情報を記述
していくのが目的であるからである．

進行方向の長さ（距離）は通常歩数で
決めるが，この場合，右足一歩と左足
一歩を合わせたワンセットを一複歩とよ

第5図　清澄層堆積過程の復元図．徳橋（1983b）を一部
改変．
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第6図　清澄層ユニット単位の堆積モデル．Tokuhashi（1979）を一部
改変．記号の意味は第2表を参照．
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び，上記の平山・中嶋型のルートマップでは，通常こ
の複歩数を数える方法を採用している．口絵（口絵2
～8）に示したような1970年代に房総の安房層群分布
域で作成されたルートマップの場合には，当時の野帳
の1メモリ分（5mm）を20複歩として作成したものが
多い．1メモリ分（5mm）を50複歩とした場合には，
野帳1ページあたりでカバーできるエリアは広がり，
全体像（広域的特徴）を見るには適しているが，その
代わり，ルート沿いで書ける地質情報の量（密度）は
限られるか，あるいはより小さな文字で書くことが要
求され，後で読みにくくなる．一方，たとえば，1メモ
リ分（5mm）を10複歩とした場合は，野帳1ページあ
たりでカバーできるエリアは狭まり，広域的な全体像
を見るには向かないが，ルートに沿ってより多くの地
質情報が書けたり，あるいはより大きな字で書けると
いう利点がある．どういったスケールで描くのがいい
のかは，調査の目的や要求される精度（概査なのか
精査なのか），そしてその地域の地質の特性（情報の
密度など）に依存するので，一概にはいえない．フィ
ールドノートの1マスをいくつの複歩に換算して表現し
たかを，後で忘れないように，野帳にその都度書いて
おくことが望ましい（口絵2～8の野帳参照）．

地質調査の際には，ルートマップの作成のみなら
ず，随時必要に応じて，鍵層その他の柱状図や露頭
のスケッチ図などをルート図と同じページや別の直近
のページに描いたりする（口絵5のAとB，口絵7の
A）．野帳上にルートマップを作成する場合も，あるい
は鍵層柱状図やスケッチ図を作成する場合も，フィー
ルドでは鉛筆で描いておき，宿に帰ってから墨入れ
や色鉛筆による色塗りを毎日行う．墨入れは，かつて
は墨インクを使った製図用のロットリングペンを用いる
ことが多かったが，しばらく使わないでいるとペン先
付近のインクが固まったり，インクを出すためにペン先
を強く振るとインクが飛び散ることもあるなど取扱い
に難点があるため，最近は，市販の水性や油性の極
細ペンを用いる場合が多い．水性がいいか油性がい
いかも，野帳の紙の種類・性質と関係してくるので一
概にはいえない．場合によってはインクがのらず字が
書けない場合もあるし，逆にインクが浸み込みすぎて，
紙の裏面まで濃く浸透する場合もある．事前に相性
をチェックしておくのが賢明であるが，そうでない場合
は，何種類か揃えておくことが無難である．また，予
備を含めて複数本用意しておくことも重要である．色

も何種類かあるので，目的や種別によって書き分ける
とさらに見やすいルートマップや柱状図を描くことが
できよう．いずれにせよ，細かい線や小さい文字を書
くために，できるだけ極細（0.05かそれ以下）のペンを
使うことが重要である．フィールドノートに描かれたル
ートマップなどの情報は，保管・管理が容易であり，
その後，何年でも何十年でも使うことができる．もち
ろん，スキャンなどして，CD－Rなどに保管して活用
することもできる．

平山次郎氏によると，このようなルートマップの作
成は，同氏が東京大学の学部および修士課程の学生
であった時期に，フィールドでの指導を受けた助手の
小池　清氏より伝授されたということである．その後
地質調査所に入所して，三梨

みつなし

昂
たかし

氏などが上総層群
で凝灰岩を鍵層として対比しているのを知り，ルート
マップに鍵層を書き込むことの有用性と重要性を認
識するようになったということである．小池　清氏は，
房総半島など南関東の層序・構造の研究を基礎にし
た構造発達史および黒滝不整合や古海底谷埋積堆
積物の成因的研究などで大きな成果をあげておられ
たが，大変残念なことに，平山氏が修士課程を修了
し地質調査所に就職した年度の後期（1957年1月）
に，事故で突然なくなられてしまった．享年30歳であ
ったという．小池氏によるルートマップの一端が，同
氏の遺稿論文に掲載されている（小池, 1957）．平山
氏によると，小池氏はルートマップの作成をその指導
教官であった大塚

おおつか

弥之助
や の す け

教授より伝授されたという
ことである．

こうした経緯を受けて，ほぼ1970年代前半に，安房
層群分布域で平山次郎氏によって作成されたルート
マップは，尾根越えなどによる広い範囲を多くの凝灰
岩鍵層の分布とともに描くという実践性と精緻さを兼
ね備えたものであった．ただ，凝灰岩鍵層の柱状図
については，当初は個々の岩相（泥岩，凝灰岩，砂
岩など）の厚さを数字で上下に並べて表現していた
ために，直感的に理解する上で難点があった（口絵3
のAの野帳右ページ左下に書かれた薄い文字を参
照）．その後，地質調査所での平山氏の後輩で，上総
層群の大田代層の単層解析の研究以来の共同研究
者である中嶋輝允氏などにより，鍵層を最初から柱
状図として野帳に表現し，それを宿で墨入れするとと
もに，色鉛筆で岩相ごとに色分けすることになった．
その結果，ルートマップのみならず，凝灰岩鍵層など
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の柱状図も直感的に把握できるようになって，ほぼ現
在のルートマップ方式が完成したといえる（口絵5のA
とB参照）．5万分の1鴨川図幅の作成にあたっては，
このような方式による地質調査が中嶋氏によって精
力的に実施され，それらを基に精密な鴨川図幅が作
成された．こうしたルートマップの一部の例が，代表的
な鍵層の柱状図とともに，鴨川図幅の報告書の末尾
に掲載されている（中嶋ほか, 1981）．しかし，野帳に
カラーで表現された実際のルートマップとはどういっ
たものかを実感していただくためには，野帳に描かれ
たルートマップの元の図をそのままの形で見ていただ
くことが必要かつ重要である．そこで，平山次郎氏に
よって野帳に描かれたルートマップや著者が野帳に
描いたルートマップ（いずれも1970年代に作成された
もの）をいくつかそのままコピーしたものを口絵に示し
た（口絵2～8）．

D. 平山・中嶋型ルートマップ方式の地質調査法の

特徴と利点

平山・中嶋型ルートマップ方式による地質調査法の
特徴・利点を箇条書きにまとめると次のようになろう．

1．フィールドノート，クリノメータ，筆記具，走向板が
あればできる．

2．歩いた跡がルート図としてほぼ正確に再現され
るので，単純で直線的なコースから，蛇行河川
のような複雑なコースまで，歩けるところであれ
ばどこでも作成可能である．

3．ルートを描きながらそこに地質情報（走向傾斜，
断層，岩相，鍵層など）を写実的に書き込んで
いくので，視覚的にわかりやすい図面として表
現できるとともに，マップ上にデータを直接書き
込んでいく際に起きやすい場所の読み違いなど
がない．

4．ルートマップ以外の情報，たとえば，露頭のスケ
ッチ図とか，鍵層その他の柱状図などもフィール
ドノートの同じページや直近のページに書けるの
で，データが分散しにくい．

5．ルートだけを先に書いて，戻りながらあるいは別
の日に地質情報を記入する方式とは異なるの
で，基本的には一度歩けばことが足り，戻って
きたり，あるいは，別の日に再度行く必要がな
い．したがって，尾根越えをはじめとして，自由
なコースを選択しながら調査をすることができ

る．
6．小縮尺のマップ上に書いた場合には，かさばっ

て保存しにくい上に，折れ目付近のデータが判
読しにくくなるのに対して，フィールドノートに書
かれたデータは，コンパクトに長く保存しやすい
上に，書かれた情報も長く鮮明に保存されるこ
とから，いつまでも価値を有する．

このように平山・中嶋型ルートマップ方式の地質調
査法は，実践的であるとともに，視覚的で理解しやす
く，かつ記録として残しやすい点に基本的な特徴や利
点がある．

E. この調査法実施の際の注意点

この方式の場合には，調査ルートを歩きながら，野
帳を頻繁に出し入れするために，野帳の取り出しが
容易でかつ途中落とすなどして紛失したり，水浸しに
ならないようにする必要がある．特に滝を迂回した
り，尾根越えをするような際には，一度紛失すると簡
単には見つけられないことが多いし，沢沿いを歩い
て落とした場合には，濡れてしまって乾くまで書けな
いという事態も生じる．そのため，紛失防止や落下防
止対策が重要である．調査用バッグに収めて持ち歩
く場合が多いであろうが，上着の内側に出し入れしや
すくかつ落ちにくい型のポケットを用意しそこに収め
て持ち歩くことも考えられる．その他には，野帳の中
央下側に千枚通しなどで孔をあけ，そこにビニールな
どの丈夫なひもを通してループ状にし，それを首にか
けて持ち歩く方法もある．この場合には，両手が自由
なので，走向傾斜を測ったり，鍵層柱状図などを作成
する場合の作業がやりやすい上に，記入の際の一々
の取り出しも大変楽である．また，置き忘れたり，落
下して濡らしたり紛失することもないので，著者はも
っぱらこの方法を採用している（第7図）．

F. 凝灰岩鍵層のタービダイト砂岩単層解析への適

用

房総半島では，凝灰岩鍵層は，実はタービダイト砂
岩を対象とした単層解析という研究手法の際に広く
利用されてきた．このような凝灰岩鍵層を用いたター
ビダイト砂岩の単層解析とそれを基にした単層レベル
での堆積モデルの構築は，最初，上総層群大田代

おおただい

層
のO7層準で初めて実施され，成功したのであった

（平山・鈴木, 1968；平山・中嶋, 1977；Hirayama and
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第7図　穴をあけて首かけ用ひもを通した野帳の例．著
者が1976年頃に使っていた旧地質調査所製の野
帳で，1マスの大きさは5mmである．

Nakajima, 1977）．この研究成果は，世界的にも高く
評価されている．ただ，上総層群の場合には，走向
が東北東－西南西方向に伸び，東京湾のある北西方
向にゆるく傾く単斜（同斜）構造であるために，地表
では走向方向におけるタービダイト砂岩単層の一断面
しか把握できないという制約があった．ところが，黒
滝不整合を経て，上総層群の下位に横たわる安房層
群の場合には，西北西－東南東に伸びる一対の背斜
構造と向斜構造の存在によって，同一層準が地表面
で東西に伸びたS字型に分布している（第1図）．この
ため，タービダイト砂岩単層の形態をある程度三次元
的，立体的に把握できる可能性が高いということで，
安房層群上部（上位から，安野層，清澄層，天津層）
の地層に目が向けられることになった．

そこで，まずはこれらの地層の実態把握が必要と
いうことになり，当初は，三浦半島で鍵層として設定
され，その後，三浦半島と房総半島の間で初めて対
比された凝灰岩鍵層（三梨・矢崎, 1958）として有名な
清澄層中部のHkタフ（逗子市東小路の名前に由来し
て命名：後のKy21タフ）と天津層上部のOkタフ（三
浦半島の大楠山

おおくすやま

の名前に由来して命名：後のAm78
タフ）の2つだけの凝灰岩鍵層の追跡が平山氏や中
嶋氏の指導によって開始され，毎日尾根越えのコー
スで，安房層群上部分布域の最初期のルートマップ
が作成されたのが，1970年1月のことであった．著者
が京都大学の学部3年生のときに，他の同級生と初
めて房総に来てその地層に接したのがちょうどこのと

きであり，地層が整然として分布し図学的に扱えると
いうことを初めて経験し，大いに感銘を受けたのであ
った．その結果，4年生の卒業論文として，和歌山大
学からやはり卒業論文作成のために房総に来た岩脇
氏とともに，安野層の2層準（An2とAn50）を対象にし
た面的な単層解析を初めて行い，それらの層準に含
まれるタービダイト砂岩層の立体的な形態などを明ら
かにした（徳橋・岩脇, 1975）．

G. 凝灰岩鍵層の通称名命名の経緯

1970年の春になると，地学団体研究会の技術講習
会が房総で開催され多くの人が参加した．またその
年の夏以降には，数大学の学生からなる房総団研が
数年間毎年のように実施された．こうした中で，最初
特に重点的に取り組まれた小櫃川支流の黒滝沢など
で，これらの地層（特に，安野層や清澄層）に多くの
凝灰岩鍵層が通称名とともに設定された．それらの
名称は多くの人によってかなり場当たり的に決めら
れたものが多いため，鍵層の数は多くなったが，その
通称名については，不揃いで不統一な感は免れなか
った（第1表）．しかし，一度名前がつくとそれが踏襲
されることが多く，その後，これらの名称がそのまま
使われているものが多い．一時期，事典などをみな
がら，世界の有名な画家や音楽家の名前，あるいは
星座の名前などをつけるなど，格調高い鍵層名で統
一するなどの試みもあったが（口絵2のA参照），上記
の不統一な名称のほうが親しみやすくまた覚えやす
いということで，その後あまり用いられなくなり，一部
を残してその多くは自然消滅したという経緯もあっ
た．

その後，上記に述べたように，清澄層のタービダイ
ト砂岩体の堆積様式の解明という目的から，清澄層
の分布域の広い範囲についての地質調査や要所・要
所の柱状図が作成されたが，その過程でいくつかの
新しい鍵層と通称名が徳橋によって追加された．ま
た，清澄層の下位に横たわり，主に泥岩を主体とす
る天津層中の凝灰岩鍵層の通称名の大部分は，鴨川
図幅域作成のための地質調査を精力的に実施した中
嶋氏によって命名されたものである．いずれにせよ，
このような経緯を経ながら，多くの鍵層が設定され，
それらの分布を書き込んだルートマップが作成される
ようになった．なお，累層の頭文字をとったアルファ
ベットと番号を組み合わせて用いられる鍵層の正式
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名称は，これらの累層が広く分布する5万分の1地質
図「鴨川」図幅（中嶋ほか, 1981）を作成・出版する過
程で命名されたものである．

H. 凝灰岩鍵層の清澄層タービダイト砂岩単層解析

への適用

凝灰岩鍵層を用いた清澄層の堆積様式の解明は，
清澄層をいくつかのユニットに分け，ユニットごとの堆
積様式を明らかにすることによって，清澄層全体の堆
積様式を明らかにするということを可能にしたが，凝
灰岩鍵層の利用は，清澄層中部のHk（Ky21）層準の
タービダイト砂岩単層の形態や堆積様式の解明（単層
解析）も可能にした（第8図，第9図）．時系列的には，
先にHk（Ky21）層準の単層解析があり（徳橋, 1976a,
b），その結果（北方から流入した混濁流による供給）
が，従来考えられていた清澄層の堆積様式（地向斜

造山運動の観点から，中央隆起帯と考えた嶺岡構造
帯のある南方からの供給）とは逆の結果になったこと
から，清澄層全体の堆積様式が問題になった．その
際に，清澄層全体の分布の実態も把握しようというこ
とから，上記のような詳細な地質調査を広域に行うこ
とになったのである．その調査・解析結果をまとめた
のがTokuhashi（1979）であるが，その成果の一部は，
中嶋ほか（1981）や地質ニュースの「タービダイトの話」
シリーズ（徳橋, 1983a, b, 1985）の中でも紹介されて
いる．最近，このシリーズが，「タービダイトの話（地質
ニュース復刻版）」（徳橋, 2002）として再出版されてい
るので，関心のある方はこちらを参照していただきた
い．清澄層や安野層のタービダイト砂岩の単層解析の
結果については，千葉県史41の「千葉県の自然誌」
の第2章第4節「清澄山系の地質」でもまとめて紹介
されている（徳橋, 1997）．
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第8図　
Hk層準タービダイト砂岩単層の
形態（徳橋, 1976a, 1985）を一
部改変．
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第10図　千葉県立中央博物館が出版してきた鍵層集．著
者の手元にあるものを出版年毎に新しいものを
手前に配置．

3．まとめ

本報告では，凝灰岩鍵層の設定・活用が，正確で
詳細な地質図の作成や地層の実体解明，地層の形成
機構の解明に大変有用かつ重要であることを，房総
半島の中部に分布する安房層群上部の地層，特に大
規模なレンズ状タービダイト砂岩優勢互層体から構成
される清澄層を例に示した．また，本地域の地質調
査の際に用いられ発展させられてきた平山・中嶋型
ルートマップ方式の地質調査法についても具体的に
紹介し，その役割の有用性と重要性を指摘したが，こ
のようなやり方が今後より多くの地域で活用されるこ
とを望みたい．

平山・中嶋型（あるいは平山・中嶋方式）のルート
マップとはどういったものかを理解していただくため
に，平山次郎氏の野帳に描かれたルートマップ図を
何枚かそのまま口絵に転載させていただいた．転載
を許可していただくとともに，こうしたルートマップの
作成に至った個人的経緯等について懇切に教えてい
ただいた平山次郎氏に感謝いたします．また，同氏
の指導の下で，安房層群の調査に当初から関わって

こられ，上記のルートマップの発展に寄与されるとと
もに，それらのデータを基に，極めて詳細な地質図

（鴨川図幅）を作成された中嶋輝允氏にも，当時の経
緯について教えていただきました．あわせてお礼を申
し上げます．

なお，鍵層の正式名称と通称名称との間の対応関
係について流動的な部分があるということで，まだ鍵
層集が発刊されていない天津層下部（Am30以下）の
鍵層については，混乱を避けるために，第1表ではこ
の部分をあえて載せませんでした．この件で資料やコ
メントをいただいた千葉県立中央博物館の高橋直樹
氏にお礼を申し上げます．長い時間をかけて，同氏
とその協力者により順次発行されてきた房総半島の
地層中の凝灰岩（テフラ・火山灰）鍵層集は，鍵層を
観察したり試料を採取したりする場合の最も便利で
かつ信頼できる資料として，一般の人から専門家まで
幅広い人たちによって活用されるなど，千葉県の地
質を学び研究する上で不可欠の貴重な文献であると
いえます（第10図）．房総の鍵層の研究の一端に携わ
ってきたものとして，関係者のこれまでの並々ならぬ
ご苦労・ご尽力に感謝するとともに，房総で残された
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第9図　Hk層準タービダイト砂岩単層の堆積モデル（徳橋,
1985）を一部改変．
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最後の鍵層集ともいわれる天津層下部の鍵層集の1
日も早い発刊を期待して，本報告を締めくくりたいと
思います．
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